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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はアクチビンAのIB型受容体をコードしています。アクチビンは、構造的に関連するシグナル伝達タンパク質であるトランスフォーミング成長因子ベータ（TGF-β）スーパーファミリーに属する、二量体の成長因子および分化因子です。アクチビンは、少なくとも2つのI型受容体と2つのII型受容体を含む受容体セリンキナーゼのヘテロ多量体複合体を介してシグナル伝達します。このタンパク質はシグナル伝達に不可欠なI型受容体です。この遺伝子の変異は下垂体腫瘍に関連しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2010年6月],触媒活性：ATP + [受容体タンパク質] = ADP + [受容体タンパク質] リン酸。,補因子：マグネシウムまたはマンガン。,機能：リガンドが結合すると、2つのII型膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼと2つのI型膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼからなる受容体複合体を形成します。 II型受容体はI型受容体をリン酸化・活性化し、I型受容体は自己リン酸化した後、SMAD転写調節因子に結合して活性化します。TTRAPをリン酸化します。,PTM：自己リン酸化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。TKL Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。TGFB受容体サブファミリー。,類似性：1つのGSドメインを含みます。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：AIP1と相互作用します。AIP1、ACVR2A、ACVR1B、およびSMAD3からなる複合体の一部です。TTRAPと相互作用します。,組織特異性：多くの組織で発現しますが、腎臓、膵臓、脳、肺、肝臓で最も強く発現します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;エンドサイトーシス;TGF-beta;Adherens_Junction;がんにおける経路;結腸直腸がん;膵臓がん;慢性骨髄性白血病;
	画像データ
	

	ACV1B抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ACV1B抗体を用いた293およびマウス肝細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ACTR-IBポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

